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FortheMalaypeopleinMalaysia,theinstitutionofthesultanateembodiestheir

extremelystrongsentimentsofracialunityandsenseofbeingMalay.Thesesentiments

areaparticularlystrongfactorin thedifficultstruggle toward theeffectingofa

singleMalayslanllation･

Historically,intheveryearlydays,theracialorethniccohesivenesswhichthese

feelingsbroughtaboutwasusefulasadefenseagainsttheattacksofalien powers,

especiallyfrom thenorthandsouth･Atthepresenttime,itisbeingusedasadefense

against the Chinese element in Malaysla Who because of their comparative

economicprosperityareconsideredtobeathreatbythenativeMalays.

AlterWorldWarⅡ,undertheinitiativeoftheBritish,astartwasmadetoward

unificationintheform oftheMalayanUnion,butitwasdoomedto failuredue,in

alargepart,totheunwillingnessoftheMalaystoglVeuptheirinstitutionofthe

sultanate,andofthesultanstogiveuptheirprivilegedpositionsundertheoldsystem･

TheUnionwasthereforedissolvedwithinlessthantwoyears.

Althoughitsee′msgreatlydesirabletoachieveaunityamongthemany racesof

Malaysiaandthustocreateasingleunifiednation,territoriallyaswellasculturally,

theprospectsforthisarenotveryhopefulin view ofthestrongly localized racial

consciousnessoftheMalayswhichworksagainstsuchunification.

1. は じ め に

マラヤに足をいれて,その民族 と民族文化の多様さ,政治と宗教の結ばれあいに注意をひか

れない人はあるまい｡わたしは農村にはいってさえも同じ現象を観察 し,そこに介在する問題

の蛋要さを痛感させ られた｡それは,他民族と張 りあう心のうどきとしての民族意識について

である｡それがはっきり公けにはどのような形をとってあらわれ,そしてそれがどのような過

去の事情によって青 くまれてきたかを考えてみたい｡そしてそれをめ ぐる問題について少 しふ

れておこう0

2. ｢マラヤ連合｣をめ ぐって

1945年 8月 日本が敗れた直後マラヤは一時混乱状態におちいった｡舞い戻 った英国側は,以
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前の統治形式を採 らず,全 く新 しい方式を用意 した｡それは,直轄植民地であるペナンとマラ

ッカを在来の 9つのサルタン王国に合併 して 1つの統治地域とし,称 して ｢マラヤ連合｣(The

MalayanUnion)というものを成立させることであったO 英国は同年 10月マックマイケル卿

(H.Macmichael)をマラヤに送 り,上記マラヤ連合成立のための協定をサルタンらと締結さ

せたoその中に,各王国の行政 ･司法の権限一切を英国国王に移譲するということ,マラヤを

永住地とし,これに忠誠を誓 うすべての住民に一様に公艮権をあたえるということがあった｡

マラヤ連合が正式に発足 したのは1946年 4月 1口であった｡これによって前年 9月以降の共

同軍政は終止符をうたれたのである｡この新 しい統治形式の中心的なものは,総督,行政院お

よび42人の議員から成る立法院の設定であった｡各王国とマラッカ,ペナンにはそれぞれ政庁

がおかれることになっていた｡ しかし,それらすべては実施されなかった｡というのは,この

新統治形式に対 しては,その発足後まもな く,新憲法の実施以前に,マレー人による激 しい反

対がまきおこり,英国側はそれにとって代る別の組織を考えざるを得ない破目にたちいたった

からである｡当初マラヤ連合案に賛成 したサルタン連も,全国的マレー人の反対運動に支えら

れて賛成を撤回し,反対の火ぶたをきったのである｡かれらは日本軍政-の協力の責を問われ

るかも知れないおそれのために,当初はしぶ しぶ同意 したのであろう｡マレー人がこぞ って猛

烈に反対 したその理由は,英国が一般マレー人に知 らせることな く,当時は弱い 立場にあった

サルタンだけの同意を得て,急いで新 しい統治方法を実施 したこと,および,サルタンらの権

利をうばい,それによってマレー人による政治支配が消滅 してしまう,などであった｡かつて

連合マレー王国 (F.M.S.)において各王国の独自性が次第にな くなってい くことを不快とし

てサルタンらがつよく抗弁 したことがあったが,いまの場合は,それと同じ線にそって, しか

しそのときとは比較にならない規模において反対 したのである｡つまり,マラヤ全体が 1つの

両轄植民地になってしまうことにたいする抵抗であった｡

英国はマラヤの統治に手をつけ出した18世紀末以来つねに現地人の心意と社会事情に深い注

意を払い,逮/切な政策をとってきた｡ことに慣習とイスラムしたがってサルタン制には手をふ

れない主義をとってきたのであり,それで,表立 った大きな民族的抵抗をうけたことはな く,

その点でつねに賢明であったということができる｡ところが,上に見たようなつよい反対をう

けることは予想できたであろうと思われるのにあえて英国は大きな改変にふみきったのである

が,それだけの大きな必要があったからであろうか｡治安の上で油断のならない束アジア内に

おけるマラヤ内外の情勢を目前にして,強力な行政体制をつ くりあげることが緊急に必要だと

考えたからであろう｡ しか しそれにしても,過去の英国の施策とはあまりにもちがいすぎる行

き方であった.こうしてマラヤ連合は2年に充たない短期間のものであったoサルタンの主権

維持と王国の独｢1性の2つを認めない改革案をマレー人は決 してうけいれないということが,

このときくらいはっきりしたことはないであろうo英国としては,連合マレー王国,非連合マ
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レ-王国,S/ンガポ-71,を除 く2つの直轄植民地の3者を統合 して 1つの行政地域の設置を目

指 し,統治能率の向上をはかったのであるが,上記 2点を無視 したことが命とりであった｡英

国はこの2点を尊重することにして上記統合の実現-向って第 2案をすすめる｡

3. マレー人とサルタン制

英国政府は,サルタンと連合マレー国民組織 (UnitedMalayNationalOrganization)に

意見を徴 し,それに応 じてかれらは簡単な内容の案を提示 した｡1946年 7月24日である｡翌25

日には政府側 5人,サルタン4人,上の国民組織から2人,計11人による立案委員会がつ くら

れ,マラヤ統一へ向っての具体策を考えることになり,その土台になるものとしてのマレー人

か ら出された上記の簡単な案を検討 したのである｡同委員会はその案にもとづいてい くつかの

一般原則をたてた｡その中に,マレ-王国と直轄植民地のそれぞれの独自性 を はっ きり宣言

し,それを維持 しな くてはな らないこと,マレー王国はサルタンが支配するマレ-人の国であ

り, したがってマラヤにおけるマレー人は特別の位置と特権を持 っており,それらの位置 ･特

権は保護 しなければならない,ということがあった｡強力な中央政府をつ くれとか,究局には

独立を目指す新制度の採用でなければならないとか,マラヤを自分の国と思いこれに忠誠をさ

さげるすべての者に共通の公民権をあたえよ,というようなこともあって,このような一般原

則の上に立 って細目を立案するというのがこの委員会の任務だったのである｡その細目につい

てほいまはともか くとして,当面の問題に関連 して注 目されるのは,先のマラヤ連合に対する

反対理由であったことがらが,同委員会による上記の原則の中に明言されているということで

ある｡つまり,サルタンとマレー人の位置 ･権利および各マレー王国の独自性を守るというこ

とである｡

いま 1つ,このさい記 したいのは,新 しい統合地域に対する命名をめ ぐるマレー人側の言い

分である｡3つの案が出されたが,Malay Federation Union は,各サルタン王国の独自性

を否定する意味が強い Unionはもってのほかだとしてこれをしりぞけ,MalayanFederation

案については,Malayan はマラヤになん らかの関係がある者を指す呼称で,マレー人のこと

ではないとして拒否 し,FederationofMalaya案が採択されたのである｡

このように見て くると,マレー人が,いかにつよく自民族の優位を保とうとしているかがう

かがわれる｡逆にいえば,その優位を保とうとする意欲が,サルタンとマレ-人の位置 ･権利

を守ること,マラヤ内諸王国の独自性を維持すること-の熱望となってあらわれているのであ

る｡そして,マレー人のこの地における特殊の位置とその権利とを守るということが何によっ

て最も安全に保証されるかというと,それはサルタン制によってである｡サルタンが国の実質

上の長であるかぎり,マレー人であるサルタンはマレー民族の保護者となりうるからである0

どんなに他民族が国内で繁栄 しようと,サルタンが長である間は,マレー人はおのずから,少
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くとも,政治的に,民族意識の上で,優位を保つことができる｡これまでマレー人の慣習とイ

スラムには英国は手をふれないで,サルタンが既習の保護者であり,イスラムの保護と立法を

掌直 してきたのである｡その点でサ/レタンとその管下のマレー人とはつよい紐帯をもってむす

ばれてきた｡ことにマレー人がイスラムを奉 じ,国内のイスラムの長がサルタンであるという

宗教上における伝統的な関係は,両者を心情的にも密接に結合させてきたのである｡

マレー人が,所属する各王同の独自性へ執着することも,結局,その長であるサルタンの位

置 ･権利を保守 しようとすることに由来 している｡英国側によるサルタンの軽視は各王国の独

自性を否認することを意味し,その逆も真であったのである｡こうしてマレー人の保護,サル

タンの位置 ･権利の維持,各マレー王国の独自性の継続というこの3者は,結局,サルタン制

の保守という一事にしぼ られることになる｡つまり,サルタン制が守 られるかぎり他はおのず

からっきしたがって くるのである｡このサルタン制への間執は,外来異民族が栄えているマラ

ヤ内におけるマレー人のつよい民族意識を示 したものである｡

上記立案委員会がまとめあげた統治方式案は ConstitutionalProposalsforMalayaとい

う表題で 1946年 12月24日付で公刊された｡ そしてやがて別に諮問委員会がつ くられた｡ そ

の任務は,各地住民あるいは団体か らの意見具申を受けつけ,公聴会を開催 し,広 く一般マラ

ヤ住民の自由な批判,見解をきいて,必要とあらは上記案に修正を加えるというこ と で あ っ

た｡公聴会の記録を見ると,マレー人や他の民族か ら色 々の意見と批判が寄せ られているが,

このときのマレー人の提言の中にもその民族意識がつよ くあらわれている｡2例だけをあげよ

う｡

コタバルのマレー人団体か らの請願書には次のような要望があった｡英国の保護のもとでサ

ルタンの権利は従前通り保たれること,連邦マラヤ立法議員にはイスラム代表者 9名を加える

こと,連邦政府における言語はマレー語であること,マレー慣習とイスラムに干渉 してはなら

ない,などであった｡

ウJt,･トレンガヌの団体からの要請は次のようであった｡連邦行政院での公用語は英語およ

びマレー語としてはならない｡連邦立法院の議員の中に各王国選出の非官吏議員 2名宛を加え

ること｡同立法院の非官吏議員は英語をよ く話 しかつ書 くことができなければならないという

条件があってはならない｡政府の公文書はすべて英語とマレー語の両方でかかなければならな

い｡外国人-の公民権交付は,イン ドネシア人を別にして,マレ-人人口の4分の 1を越えな

いこと｡イスラムを国教とする｡マレー人の軍隊をつ くること｡こういうものであった(1)0

マレ-人にはナシ ョナ 1)ズムがよわ く,マラヤは,印度やビルマと比較すると統治がより容

(1) ｢マラヤ連合｣消滅のあとマラヤ連邦成立までのことについては上掲 ConstitutionalProposalfor

Malaya,ReportoftheWorking Committee(1946)および ConstitutionalProposalfor
Malaya,ReportoftheConsultativeCommittee(1947)を参照｡
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易であったとい うが2),おそらくそうであったろう｡ しか し, 日本のマラヤ占領はマ レ-人に

民族意識をもえあが らせ る機会になったと思われる(3). しか し, かりにそのようなことがなか

ったと仮定 しても,サルタンを精神的支柱とするかれ らの民族的意識は,埋れ火のようにたえ

る乙とな く生きつづけていたであろう｡

1957年 8月31日ついにマラヤは独立 してマラヤ連邦国が生れたのであるが,その用意として

憲法委員会がつ くられた｡独立国としてのその憲法の案を用意するのが任務であったが,この

ときも前提となる原理があった｡サルタン制を守 ること,マレ-人を保護すること,州 と前植

民地 との独 自性を認めること,連邦国家の主権者としてサルタンたちの中から1人 を 選 ぶ こ

と,これであった｡

このマラヤ連邦国は1963年 9月16日にシンガポールと北ボルネオとサラワクを加えてマ レ-

yア国に発展するが,1961年 5月27日にアブ ドゥJt/･ラーマン首相はシンガポールでの記者会

見のときにこのマ レ-シア国の構想を打ちあけ,国民をおどろかせたのであった｡それまで,

最初のマラヤ連合のときはもちろん,マラヤ連邦およびマラヤ連邦国のときも,シンガポール

は合併 しないままであった｡こんどのこの第 4番目の段階を達成 しようというときにあた って

1つの大きな契機になったのは,シソガポ-JI,合併が可能だとい う見通 しがついたことであっ

た｡1961年10月16日ラーマン首相は議会で演説を し, ｢自分は王制,マレ-語採用,イスラム

の国教化の3つをシンガポールはとうてい受けいれることはないであろうと思 っていた｡ しか

し時勢は変 った-.･･｣とのべて,シソガポ-/I,がこれをうけいれることになったの で あ る か

ら,合併は可能になったとつけ加えた｡

ボルネオ側代表の発意でマレ- シ ア統合諮問委員会 (MalaysiaSolidarityConsultative

Committee)が結成され,ボルネオ側 もこの構想の実現に積極的にすすみでたのであった｡同

年12月と翌年の 1月 ･2月にこの委員会のメンバーがシンガポールか ら放送 し,このときもマ

レー人 と各州の特権に変更が生ずることはないと言明することを忘れなか った｡どのような政

治体制の改変においてもマレー人が変 りな く抱いていることは,サルタン制のもとマレ-人が

保護されるとい うことであった｡これへの保証が示されないときには,マ レー人は一致 して反

対するということは,マラヤ連合が 2年足 らずでついえ去 ったその一事によっても充分示され

ている｡ したが って,改変の度に関係委員会はまずその点が保証されることを確約 してきたの

(2)TanMorrison,MalayanPostscript,1942,p.29｡ 他のアジア諸岡に比べてマラヤの政治的独立
がはなはだしくおくれた原因は,マラヤにおけるナショナリズムが,第 2次大戦前きわめて低調であ
ったからだと板垣与-氏は指摘する (マライ･ナショナリズムの展望,アジア協会編 ｢アジア･ナシ
ョナリズム｣昭和32年,所収)0

(3)上掲 ConstitutionalProposal(1946)に,rj本によるマラヤ統治の数年問は,とくにマレ-人の
冊にマラヤ全体としての独立と統-への新しい感情を目覚めさせた,という意味の注目すべきことば
が記されている (p.4)｡ 色々の面でたしかにこの時期のマレー人にあたえた影響は多大であったと
思 う｡
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であり,こんどの段階においても同様であった｡

なぜそのような形での民族意識を抱 くようになっているのか｡それは,もしマレー人保護の

特別措置がとられないとした場合には,中国人によってうちまかされ,自らは弱小民族におち

てしまうことは自明のことだといううれいがあるからである｡端的にい って,繁栄する中国人

がい るからである｡外来者でありなが ら,いまではこの国にあってな くてはならない中国人で

あるが, しか し,そうかとい ってまた,かれ らはマレー人にとってはその特権的地位を脅かす

ことになりうる強力民族である｡これに対抗 して自らの地位を確保するには,政治権力を確守

してお くことが絶対に必要である｡ そしてそのためには,サルタン制を確保 してお くことが最

大の強みとなり,同時に手 っとり早い｡サルタン制は上のような現実においてマレー人にとっ

ては最 も堅固な城 ともいえる｡サルタンのもとイスラムを中心､にマレ-人が結合することをお

いて中国人に対抗する道はないというのが,マレー人の目には正真の現実として映 じているの

であろう(4)｡

現在的次元だけに視点をおいて上のようなことがいえると思 うのであるが,サルタン制とイ

スラムを盾としたマレー人の自己防衛の仕方に対する執着には,過去の歴史的事情もあずかっ

ていることを看過することはできない｡サルタン制を守 り,これによって庇護される歴史は良

か ったのである｡次にそれについて見よう｡

4. サ ル タ ン 制 の 過 去

マラヤは,1948年以前までは9つの小王国に分れていたといえる｡Perlis,Kedah,Kelantan,

Trengganu,Pahang,Johore,NegriSembilan, Selangor,Perak,これである｡1957年

独立のとき,これに Malaccaと Penangが加わり11州となった｡

ネダ リ･センピランは9つの地域の連合体であるが,中の主要地域の 1つがマラッカ王国の

支配をうけていた｡ジ ョホールとベラは,ポル トガルの侵入で1511年にマラッカが亡びたとき

に,王族の者が逃れてきてサルタンになったといわれ,パハンは1495年か らマラッカ王国に従

属 していたが,同王国の滅亡とともにマラッカ王 F｣身がここに逃れてきて,その子孫がサルタ

ンだといわれている｡マラッカ王国との関係があったとはっきりいい伝え られているのほこの

4州である｡

マラヤではほとんどすべての王族がマラッカ王族の子孫であると自称 し誇 りにしているとい

う｡そういう伝承 は格別注 目に催い しないとい うが,ことの真実の如何はともか く,過去のマ

ラッカを,称揚する気侍で思い返すこと自体は注意に値いする｡

北方に Lankasukaという仏教王国が起 った｡第 1世紀終 りの頃である｡東海岸の港 Singora

l41) もっともイスラムlJ日本が本来政治的性格の非常につよい宗教である点も考えなければならない｡ イ
スラム中心の政治社会をもとうとする汎イスラム主義がマラヤでも根強いのである｡
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と Saiburiの問の地域にあって,中心は Pataniであったらしい｡地狭を横切る東西の貿易

が盛んであった当時の主要港 Ligorと Pataniがその域内にあったか らすこぶる繁栄 した国

であった. この国は, マラヤにおける最古の王国の 1つであるといわれることがあるが(5),し

か し,イスラム化 したマラヤの中でいうなら,マラッカ王国こそ最初の,そして唯一の王国で

あったということができる｡

ケダーには早 くか らアラブ商人が出入りしていたから(6), この地がイスラムに接触 したのは

わりあい早かったかも知れない｡ トレンガヌにもマラッカ王国の出現以前にイスラムがはいっ

たことはあきらかである(7)｡ そうしたことでマラッカだけがマラヤへのイスラムのとり入れ口

ではなかったといえようが,しかし,サルタンが治める9つの国が確立 していったのはマラッ

カの影響であると見てよい(8)｡ マラッカのサルタン王国が滅亡するにおよんで, いわば 9つの

小マラッカ王国が生れたというのがほんとうであろう｡こんにちの州にあたる地域がイスラム

化する以前のことは知 られていない｡あるいは有力土酋の支配する土地であったのかも知れな

い.そこへマラッカの王族や有力者が働きかけてサルタン制を しいて,明瞭な形での自治国家

が誕生 したということであろう｡ともか く,サルタン制の諸国の成立はマラッカ勢力の波によ

るものであったといえよう｡こんにちでこそ州というが,1946年以前までは,マラヤが英国の

保護下にあったとはいえ,それぞれ一応の自治国家ではあった.過去のマラヤの黄金時代を成

したマラッカ王国こそが, 以来 9つの自治国にとっての共通のモデルであったのである(9)｡ 他

地域の王族がマラッカ王族の子孫であると自称 し誇 りとする傾向があることが注意に値いする

と記 したのは,このような歴史こそが自然にその傾向をつ くっていったと考えられるからであ

った ｡

イスラムを奉ずるマレ-人の多 くは,属する州のサJt,タyを政治 ･宗教の上で自分 らの長と

して尊敬 し忠誠を誓い,マラヤにおけるサルタン制の起源である大マラッカ王国には慕情を寄

せるというのがじっさいであろう｡だか らこそ,マラヤ連邦の首相が独立する前年の1956年,

国民に独立を確約する宣言を行なうにあたって,その場所としてマラッカをえらん だ の で あ

る80)O 現実にサルタン制をよしとし,その下で生活 してきているマレ-人にとり, サルタン制

とサルタン諸王国の生みの親であったマラッカは,いまは小さい州の一首都にすぎないが,こ

んにちのマレ-人の心理の世界ではともすると大きな支えの力となる,いまなお生きつづける

(5)Moorhead,F.∫.,A HistoryofMalaya,vol.1,1959,p.48･
(6)Moorhead,op.citりp.78.
(7)Tregonning,K.G.,A HistoryofModernMalaya,1964,p･28･
(8) Cady,∫.F.,SoutheastAsia,1964,p.167参照.

(9) Gullick,J.M.,Malaya,1963p.22.

(10)西洋人による支配の終末を,それがはじまった場所で告げ知らせる意味もあったであろう0
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王国であるといえようか''1)0

さて,そのマラッカがイスラム化するのは,この国の創始者であったスマ トラ生 れ の 貴 族

Parameswaraが, ヒン ドゥ教をやめてイスラム教徒になったことにはじまる｡1414年の頃の

ことらしい｡シ′ヤムとジ ャワのモジ ョポヒ十との両大国から敵視されていたかれとして,力に

な って くれる国をのぞんだのであるが,北部スマ トラのイスラムの港町 Pasai,Perlak,Pedir

が援助の手をのべて くれた｡ とい うのも, マラッカが貿易港としてきわめ て 有利な場所にあ

り,マラッカ側は食料,ことに米をスマ Tlラに仰ぎたいとい う両者の問には,修交がおたがい

を利することになる自然な関係があったか らである｡中国も支えになって くれた｡これも, 中

国にとり,印度,セ-ロン,申 ･近東アジアとの取引き上の仲継地 としてマラッカが便利な位

置にあるか らであった｡中国はパラメス ワーラをマラッカ王と認め保護の役をひきうける｡ こ

のためマラッカはシャムへの帰属を免がれることができた｡が,他面,中国に従 う こ と に な

り,この関係はマラッカ滅亡の年までつづ くのである｡マラッカがイスラム化 してか らは,印

度のイスラム商人が貿易の中心を北部スマ トラか らマラッカへ移すことになる｡これを機にマ

ラッカ王国は急に繁栄をはじめ勢力をつよめる｡同時にイス ラム移出の中心地になり,ここか

ら外は,スマ トラ東南部やジャワ-とイスラムが伝え られてい くのである｡

パラメス ワ-ラがなぜイスラム教徒にな ったかはあきらかでないが,結果的には,この国が

サルタン制をとり,イスラムを精神的支柱として強力な政体をととのえたことは, ヒン ドゥ教

のモジ ョポ ヒト国に対抗する上では効果的であったOマラッカ内自体の結束と近隣スマ トラの

イスラム国の支援 も得 られたのである｡

マラヤ半島南端 までも勢力下においていたシャム国は,マラッカ自体が強力になり,また中

国の保護があって,次第に退却せ ざるを得な くなるが, しか しなおつねに攻撃を しかけて くる

大敵であった｡この仏教国に対 して民族結某 してあたらなければな らない必要が,マラヤ内の

イスラム化を容易にした大きな要因であったと考え られる｡

サルタンは政治的,宗教的二重の良であり, しかも公選制でな く世襲によっているか ら,サ

ルタン制は貴族制と表裏をな している｡ こうして,王族にとりまかれたサルタンを長とする小

国が分立するマラヤにおいて,対外的に各王国内のマレー人を結某させてきた最有力の契機は

イスラムであった｡マラッカにおいても,他のマラヤ王国においても,イスラムは対外的自己

保全のための艮族結集をもたらして くれたのである｡そ して,そのような歴史は良かった｡自

(ll) マラッカ王国での上層の人は皆外国人で,中間層を成すマレ-人も存在しなかった｡サルタンら巌上
層の人々も幾人かはインドネシアかタミール出身者であった (Cady,op･°it.,p･159)｡ しかしそ
れでもマラヤの黄金時代をつくった王国であったという民族的記憶のあたえる力を過少評価 して は
ならないと思う｡過去のマラッカは,心理的現在に生きるシンボルとしての王国なのである｡現実か
ら遠くはなれたようなシンボルがともすると識者や指導者の思惟 ･行動を導く大きな力とな ること
があるが,いまの場合はその例であると思われる｡
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己を守 るイスラム,この性格はいまでも変 らないと見てよい｡すると,いま自己保全を脅かす

相手方はどこにいるのか｡それは,昔のように,北方でもなければ,南方でもない｡それはこ

の国の中,柏手は繁栄する中国人である｡

こうして現在的 ･歴史的事情によってマレー人にはサルタン制に執着する一定の意識傾向が

形成されていると見ることができる｡

5. 1 つ の 問 題

ところで,こんにちマレー人と同じ場所で働 く中国人,マレー人に商品をうる多 くの中国人

はマレー語を話す｡両方は平和裡に接触 し合っている｡ほほえましい協調振りはマラヤの多 く

の場所で見ることができる｡ しか し,政治 ･経済の領域における両民族に関わる問題は往 々深

刻である｡中国人は,シンガポールとマラヤを合わせるとマレー人よりは多い｡ボルネオ側香

加えてマレ-シア全体としたときにや っとマレ-人が多 くなる′■､｡ というほどに中国人はこの

国では多数である｡それに加えて,中国人は総体的にこの国の経済の実権を遮る都市居住者で

ある｡村落地帯にまで居住域を拡げて村人の経済を左右する例もある｡本来外来移民である中

国人がこのような状態に達 したという,他に類例を見ないこの土地で,当然この土地特有の民

族問題が生ずる｡この国で国家的政策の根幹は,各艮族の協調体制をつ くること,当然それに

付随 して劣位にあるマレ-人を種 々の血で向上させるよう努力することである｡この2つのこ

とがこの国の発展上必須であることは,現実に即 して考えるかぎり肯定されることである｡こ

の原則にもとづ く政府の具体策の詳細はいまはふれないとして,これに関連 してわたしは次の

問題についてのべておきたい｡それは,マレ-シアを成立させた上は,単一のマレ-シア文化

を作りあげなければならないという要求と,国民として全住民は一致せよという要望について

である｡

複数民族の社会をかかえている国であるか らこのような要求の声がきかれるのは当然であっ

て,ことに ｢国民一致｣の声は,為政者,知識人の論説 ･口演において 1つの合言葉になって

(12)政府発表の推定人口であるが,比率をとって添記し,以下のように表示しておく｡
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いるといえるほどである｡ 1例をかかげよう｡

1963年 9月16口付の TheMalayMail紙上のある論説に次のことばがあった｡ ｢諸民族統

合を可能にするには単一マレー5'ア又化が生れなければな らない｣と.この論者は,このよう

な文化がどうい うものであるのか,貝体的にその予想をのべてはいない｡そ して,そうい う文

化が次第に形成されてい くのは不可避のことだ,不可避ではあるが,大いに促進 し,ス ピー ド

アップすることはできる｡それをするのは政府な らびに指導者たちだ,とつけ加えている｡上

記の通 り,この国で国艮一致の必要が叫ばれるのは当然であり,単一文化の生成がのぞま しい

こともわかる｡ しか し,国艮一致のためになぜ単一文化が必要であるかは自明とはいえまい｡

論者は,この2つのことをもた らすための策の一つは,人種間の通婚を奨励することであろう

か,とのべている｡ はなはだ具体性を欠 く論述をすすめてきたこの論者は,ここではじめて 1

つの貝休業をぽとりとさりげな くかかげた｡そ してそれは実に思いきった重要捉言 な の で あ

る｡なぜか｡

マレー人が上にのべてきたようなイスラムに密着 した政治的 ･社会的生活と民族意識とを持

つことと上の提言とは首尾よ く調合するとは考え られない｡とい うのは,自由な人種間の通婚

を奨励 し実行 させるには,かれ らの生活規範の源泉であるイスラム慣習の内容を改変せねばな

らないとい うことになるか らである(1'i)0

6. む す び

国宝とい う抽象的な政治制度-の忠誠があってはじめて国民一致が得 られ,国艮一致が得 ら

れて国の機能が円滑になろう｡この相互の関係を支える根源になるのは住艮である｡その住艮

は特定の民族文化を担 っている｡それが 1つである場合は,つまり国を成す民族が 1つである

場合は,その特定文化が国家の機能を妨げることはまずない｡民族が複数で, したがって民族

文化が複数で, しかもそれ らがみな活力が旺盛であるとき,そのときにはそれ らの問の桔抗が

わざわい して国の機能が妨げをうけることがあるCま してや,国家を成立させる規則のL1日こ複

数民族文化の小 の 1つの民族文化の要素だけが優先 してはいりこまされているような 場 合 に

は,異なる民族意識問の抗争が生 じ,国民意識は育たず,国家機能は円滑を欠いて くる｡艮族

(13) マレー人の女をめとる異教の異人種はイスラムに改宗しなければならないとか,異教者の女がマレ-
人の妻になるときも同様であるということ,マレー人に他宗教を宣教してはならないという憲法によ

って規定されていることもあって,マレー人と非マレーとの接触度はそれだけ低くなる.印度人とマ
レ-人との社会的接触あるいは通婚がわりあいあるといわれるのは*, 何よりもまず印度人の判二は

イスラム教徒があるからである｡豚肉を食べる食べないのちがいひとつが,ときには中国人とマレー

人とをひきはなす要因にもなるO同民-･敦とマレ-シア文化生成の必要を論じ切望する論者が,イス
ラムに関わる上記のような点に少しもふれようとはしない｡ふれることがおろかしいほど,この間で

はイスラムは抜き難い不動の前提となっているのであろうか｡

*Ryan,N.J.,TheCulturalBackgroundofthePeoplesofMalaya,1961,p.22.
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意識をこえて国民意識が生み出されるように賢明な政策を実行する大きな任務が,そのような

国の為政者の肩に負わされているといえよう.このように思い,マレー人の民族意識の実際と

その歴史的背景とを知 ったときに,この国の前途が多難であることを思わせ られる｡(1965.8.7)

追 記

本稿を編集部宛に送り出してあくる日の8月9日,シンガポールはマレ-シ了から分離独立

し,その報道が翌10日の新聞紙面を賑わ したのである｡1957年のマラヤ独立のときにも孤高を

保ったシソガポ-ルが,マレーシア構想に賛成 して,マレーシア国の一部になったと思うと,

二年足 らずで分離 して しまう｡困難はつきまとうとは思っても,利することの多い遺であると

予想 してマレーシア国にはいったにはちがいない.が,種々の面で予想通りにはいかなかった

のである｡ かりにシンガポ-ルが,いわゆる ｢中国人の町｣ ではなかったとしたら,このよ

うに早急な分離が起るとは考えられまい｡分離にいたるまでの曲折はいろいろあったであろう

が,はっきりいえることは,結局,両方の側における民族意識が張り合うような状況があらわ

れたということであろう｡

民族意識については,その意識だけが先行 して現実行動を左右するのではなくて,利害がか

らむ状況によって,その意識が顕在化 し行動に影響をおよぽ して くる,というよう に考 え た

い｡すべての民族が民族意識をもっているとはかならず Lもいえない｡マレー人については,

本論でのべたようなことで固有の民族意識をつ くりあげたのである｡中国人について一言する

と,そういうマレー人に接触 していることによって,かれらにもおのずから民族としての自意

識が起 らざるを得ない｡ともあれ,結果的には,シンガポールは一時マレーシア国の中にある

ことを通 して,ついに独立を獲得 したのである｡遠い将来にどのようになるか予測はされない

が,やはり,おちつ くべき歴史の中の一つの位置であったようにも思う｡ (1965.10.8)
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